
 - 1 - 

 

 

 

 

     ２０２１年１月１０日（日）発行（毎月 10 日） 

【農暦】緊急事態宣言が 8日に出された！ 

〇年頭は大雪とコロナ感染拡大のニュースで始まる。日本海側は記録的な大雪で停電まで

起きている。ここでは申訳ないくらいの晴天である。ただ風が冷たい。身体の芯まで冷え

そうで重ね着を更に増やしている。コロナが嘘の様な青空が拡がる。 

〇コロナ感染の人数が毎日読み上げられて来たがあっという間に桁違

いの数になっている。緊急事態宣言が 8日に出されたが、東京は 2447

人で桁違いの倍増である。無策感を感じる。 

〇国会議員の会食 4人？まで、それも外すニュースには呆れる。コロ

ナ禍は弱者ほどに辛さを強いる。ひとり親世帯直撃の小見出しがあっ

たが、7人に 1人の子供が貧困状態というが、更に過酷を強いる。コ

ロナ禍には落差・格差がある。自粛指示しながらの会食では、一か月

後に必ずと言われても、菅総理の言葉が空しく聞こえてしまう。 

〇コロナの文字が賀状に一様にあった。コロナ自粛の一年であった

とある。それぞれの個性を感じながら読んでいる。賀状は年一回の

安否確認の機能を果たしている。大事にしたい。新規もあるが、今

年で最後にも複数枚あった。“土楽だより”を楽しく読んでいるも

ある。素直に嬉しい。 

〇木の枝、ブルーベリー、キューイの剪定のために、電動高枝切り

機と握力二分の一の剪定ハサミを購入した。切れ味を試した。高枝

切りは重さに難が、剪定ハサミはまずまずであった。少しだけだ

が、つつじの剪定と篠だけ刈りをした。1月後半から 2月には本格

的にやりたいと思っている。暑さも虫も草の繁茂もない、あるのは

寒風だけである。、気力体力を整え進めて行きたい。（了） 

＜短歌 2 首＞ 密避けて 時差とバーチャル 初詣 

コロナ撲滅 ご利益ありや 

後手故か コロナ拡大 怖さ増す  

総理促す 支持率の数  

 ＊年頭恒例の短歌である。何だか川柳風になってしまった。 

【楽農】＜畑＞資材の片付け、廃棄、耕起。 

【楽市】イベントなど；各種忘年会・新年会は中止、詩吟の会、共生の会、川柳の会の例

会は中止継続。 
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＜門松＞ショッピ

ングモールで。

４日撮影 

＜金時草＞出窓で。 

５日撮影 

発芽を鳥に蒔き直し

畑の貧弱な玉葱を

見てか。５日撮影 
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【つぶやき＝Tweet】今年は映画を観たい！                     

〇映画を観る機会が減ってる。コロナ自粛で更に少なくなってたので、8日夜、テレビで

『パラサイト 半地下の家族』を見た。カンヌ国際映画祭でパルムドールを、アカデミー

賞では作品賞、監督賞、脚本賞などを受賞した韓国映画である。ちょうど 1年前の 1月に

劇場公開され、大ヒットを記録した。日本語の吹き替え版である。 

〇ソウルの“半地下”住宅に住む無職のキム一家が、高台の高級住宅に住むパク家に徐々

に寄生(パラサイト)し始め、思わぬ事態に突入していく物語である。格差社会を見せつけ

られながら、ハラハラドキドキしながら観ていた。 

〇映画続きになるが、「大コメ騒動」が 8日から全国公開され

た。米騒動は学校の教科で学んだが、1918 年、富山で

起こった米騒動を女性の視点から描いたものである。井

戸端会議から社会を変えた出来事と言われ、女性たちが

連帯して立ち上がる姿は現代にも響くと、井上真央（主

演）さんの記事（朝日 8 日）にあった。「もう我慢でき

ん！」と社会を変えていく女性パワーにあふれた作品

だと云う。観てみたい。 

〇1918 年と言えば、第一次世界大戦、スペイン風邪の

世界規模の感染があった。ロシア革命の翌年でもある。世界的な激動期で更に

第二次大戦に進んでいった時代だった。香港、中東などの火種、温暖化気候異

変、格差拡大、それにコロナである。何か似通った社会状況に見える。 

〇民主主義を危うくすると批評されるトラン大統領の閣僚の辞任が退任直近に

なっても続く。日本では安倍・菅政権の官邸主導で、国家公務員の忖度蔓延で

理念・モラル喪失？嫌気か？自己都合退職 4 倍、希望者激減（5 日朝日）して

いる。大局からすれば些細なことかも知れないが、怖い現象である。 

〇“＜俺はいつでも金がない 同じお前もお金がない＞＜お前この世へ何しに来たか 税

や利息を払うため＞政治家や富裕層を笑いとばしたという。＜略＞」自由民権運動（百円

札＝板垣退助筆者）の高まったころ政治や社会を風刺し、庶民のうさを晴らす歌で人気を

博した”（9日の天声人から引用）。添田唖蝉坊はコメ騒動と同時代に繋がる。この歌が映

画「大コメ騒動」挿入されているという。この映画が更に観たくなった。 

〇今の世の中は、貧困は隠される。自由があっても、自由な雰囲気はない。添田唖蝉坊の

時代よりも、ある意味？では、生き辛いのかも知れない。新聞の川柳欄をよく見るが、川

柳で重い空気を吹き飛ばしたいものである。（了）

〇断捨離考：雑誌、衣服、雑貨など廃棄。、 

断捨離リストの一部進捗だが先見えず。       

【後記】松飾り、鏡餅で、静かな年始めに。     

【編集せずランダム構成】  

＜レモンバーベナ＞

出窓で。５日撮影 

の散歩で。 

発行者；小暮虎雄 

住所；笠間市本戸４２０１－１０ 

携帯電話：０９０－９３３３－４１３５ 
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